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傷病者訓練
（トリアージタッグ記録ボランティア用）
トリアージタッグ記入ボランティア（建築系学科　学生）
参加者：リーダー　小松（東研究室）、

盛（長澤研究室）、藤村（大橋研究室）、武田（久田研究室）

内容：

1次ポストで東京医科大学病院のDMAT隊に付き、指示に従いトリアージタッグに必要事項の記入を行い、区分に応じた色が最下位になるように識別表を切り取り、傷病者の右手首の関節部に取り付けます。この際にトリアージの区分に応じた色の腕章を左腕に取り付けて下さい。
DMAT隊は到着すると消防指揮本部の所へ行き、現場の状況確認を行います。状況確認が終わって、トリアージに入る前にDMAT隊のところへ4人でまとまって行き、指示を仰いで下さい。

事前講習：

　日時：2008年10月9日（木）15：00～16：00　

（14：50東京医科大学病院エントランス集合）

　場所：東京医科大学病院

　　講師：東京医科大学病院　小池　大介　先生

　　内容：トリアージとはどのようなものか、トリアージタッグの記入方法などについて

　　資料：小池先生作成パワーポイント：「Triage」

※中・重傷病者役はムラージュを行っています。リアルな傷（下図写真参考）をしていますが本物の傷ではありません。
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訓練の流れ
11時頃

　①中層棟6階0663教室に集合

　②傷病者訓練の最終確認

　③0663教室の準備（机・いすをどかし、ブルーシートを敷く）
11時50分頃　ムラージュの学生集合（中層棟6階　0663教室）
　①ムラージュをする学生の出席確認を行う。
　　担当：　小松　、　武田　
　　※出席確認時にムラージュを落とすのは訓練終了後に地下2階体育館で行うことを伝える。（時間16：00～18：00）

　②学生をムラージュを行う順番にわける
　　担当：　藤村　、　盛　、　斉藤（長澤研究室）
12時頃～13時頃　ムラージュ（東京医科大学病院による）
　①学生をムラージュの順番に合わせて、誘導をする。
　②ムラージュが終わった学生を待機場所に待機させる。

　※勝手に移動しないように注意をすること

　③ムラージュが終了した学生から昼食（待機場所で）
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13時頃～13時25分　（参加職員集合、消防による準備開始、傷病者・ボランティア配置）

　①13時までに、小松、武田は1階アトリウムに移動、ボランティア・傷病者に腕章、プラカードを配る
　　1階アトリウムで搬送ボランティアに腕章とゼッケンを配る

　　担当：小松
　　北口エントランスで傷病者役（緑タッグ）にプラカードとゼッケンを配布

　　担当：武田、小池（長澤研究室）
· ゼッケンの枚数で訓練開始前に何人集合したかを確認して下さい
· ボラティアを集合した順に外の救護所に約20名、アトリウム1次TP付近に30名の配置になるよう緊急時対応班（職員）と協力をして誘導も行って下さい

· ムラージュを終了して6階から降りてくる学生にはゼッケンのみを配布して下さい
　②13時から、藤村、盛はムラージュが終了した学生を待機場所に誘導する

　　1階エントランス待機と高層の各フロア待機にわける

　　1階エントランスに行く学生（15名）をまとめて誘導していく

　　担当：盛

　　高層各フロアに待機する学生（20名）の待機階を最終確認を行い、EVホールに誘導

　　各フロアの学生スタッフのところへ行くように指示を出す

　　担当：藤村　、　斉藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 13時になったら、ムラージュが終了している学生から随時配置場所に移動させる
· 13時25分までには全ての学生を配置場所に移動させ、最初の待機場所に自らも移動を完了すること
　　　　場所：救護所：　小松　、　武田

　　　　　　　1次トリアージポスト：　藤村　、　盛　

· 記録ボランティア4名が集合したことを確認して、緊急時対応班のリーダーに報告

担当：小松

· 0663教室はムラージュが早くに終了した場合は片付けを行う。時間がない時はそのままの状態にしておき、訓練終了後に片付け
13時30分頃　（緊急地震速報発令　訓練開始）
①緊急地震速報により地震発生情報が放送される
②全員、その場にしゃがみ地震時に身の安全を守る行動をとる。（5分間）

※5分間は行動をしないこと
13時35分頃～14時頃　（多数傷病者の受け入れ開始）
①救護所に入ってくる傷病者を振り分ける（歩ける人、歩けない人）
　歩ける人→救護所に留める

　歩けない人→搬送ボランティアを付けて、1階アトリウムの１次TPに運ぶ

　担当：　小松　、　武田　
②救護所から誘導されてくる歩けない傷病者を受け入れる
　1次TPのブルーシートに寝かせる

　出血など怪我をしている人に応急処置（三角巾）をする（指導：緊急医療班）

　担当：　藤村　、　盛
　③DMAT隊が到着したら、救護所にいる2名（小松、武田）は1次TPに集合する


14時頃～15時まで　（DMAT隊・消防連携隊の到着、トリアージ開始）
　DMAT隊と消防の連携隊が現場（1階アトリウム）に到着し、消防指揮本部へ行き、現場の状況確認を行います

　状況確認後に、DMAT隊はトリアージを開始
①DMAT隊のもとに集合して、DMAT隊より誰について記録を行うのか指示を仰ぐ

　　（DMAT隊、看護学生、ボランティアを含む3人1組（DMAT隊、記録ボランティア、看護学生）で動く予定、その場での指示を優先して下さい）
　②高層階からも傷病者が降りてくるので、記録の手が空いた時などは誘導の手伝いを行う（緑：救護所へ誘導する）
　③1次TPは全ての傷病者の1次トリアージが終了した時点で終了となります

　　（DMAT隊は2次TPの手伝いに行く予定）2次TPのトリアージが全て終了するまでは2次TPの見学をする
　※トリアージが終了した学生を体験型訓練（エステック広場など）に参加するように誘導する




15時頃～15時30分頃　（トリアージ会場を講演会場へ）
　①DAMT隊・消防が撤退したら、1字TPを講演会場へチェンジする（ブルーシートはそのままにして、壇上にスクリーン、プロジェクター、ノートPC、マイクを設置する（機材はあらかじめ壇上の隅に置いておく）
　②2次TPに机を並べ（図を参考）アンケート用に準備を行う
15時30分頃～16時　（講演）
　①講演もしくはエステック広場の体験型訓練に参加する
　　（アンケート調査などがあるので、帰らないで下さい）

16時～　（アンケート調査、撤収作業）

　①地下2階体育館に行き、体育館にブルーシートを敷く、ごみ袋を用意する

　②ムラージュをした学生にタオル、メイク落としを配布する
　③体育館、シャワー室の片付け



1 訓練中は絶対にふざけないこと（担架搬送など危険なことも行っています）
2 無駄なおしゃべり等はしないこと

3 ガムを噛む、飲み物を飲む等の飲食は絶対に禁止
4 DMAT隊、消防の指示に従うこと
注意





学生用資料





参照：東京医科大学病院作成：「多数傷病者受入対応訓練報告書」








写真　トリアージの様子





図１　ムラージュ会場概要（中層棟6階0663教室）





学生ボランティア





○：職員の立ち位置





図2　13時～14時頃における配置図概要





F





D





E





C





B





A





○：職員の立ち位置
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図3　14時～15時30分頃における配置図概要
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図5　15時30分～16時頃における配置図概要
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